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又，認識意味論を用いて 3 値性一特に不完全情報から来る 3 値性ーを捉えられる事を示す。




















第 3 章 認識意味論の動力学では認識意味論の枠組みの上に信念更新の理論を展開し，時には点言語 (point lanｭ
guage) の記述と言われる静力学的な形式意味論に血を通わせ，動かす事を試みる。
先ず，信念更新の理論の類型を述べた後，デフォールト論理， TMS, A TMS, LDS 等の概観を与える。次に，証明
管理機構 (Prooí Maintenance System, PMS) と言う信念更新に関する理論的枠組を提示し， PMS の部分体系とし
ての信念管理機構 (KnowledgeMaintenance System, KMS) ，対話管理機構 (DialogueMaintenance System, DMS) , 
規範管理機構 (Norm Maintenance System, NMS) を示す。この内 KMS は単一の認識主体の信念更新に関する基










イディアは，状況をモデルの集合として捉えることにある。そして，状況 s において p で表された情報が支持されると
いうことが， s に含まれたすべてのモデルにおいて p が真であることと解釈される。さらに，可能世界意味論，談話表
示理論，状況意味論，データ意味論等における意味論的概念が，本論文の認識意味論の枠組みを用いて表現可能なこ
とが示される。
本論文の中間部では，前述の自然言語における不透明性がこの基本的枠組みを適切に拡張していくことにより捉え
うることが示される。つまり，様々なタイプの様相性の表現，直示表現，信念文等に表れる意味論的関係が解明され，
いくつかのパズルの解法が提案される。さらに，本論文の最終部では，対話の問題や信念更新等を扱う動的認識意味
論が提案される。
本研究は， 10数年にわたる真塾な研究の統一的記述であり，高く評価できる労作である。哲学的議論で十分でない点
が見られるものの，考察の価値ある独自の提案が厳密な形式的枠組みを用いてなされている。また，本論文は，この
分野における最新の理論を積極的に取り入れ，それらを批判的に発展させることを目差した意欲的なものである。審
査委員会は，本論文が博士(人間科学)の学位を授与するのに十分なものであると判定した。
-85-
